
VR認知症体験会を開催！ 
2018/5/25  

 日本の認知症のある方は2015年で517万人、65歳以上の方の約7人に1人と推計され、
特に高齢化がすすむ日本では大きな社会課題となっています。 
 認知症への理解を深め、認知症の方への寄り添い方を学ぶことを主旨に、株式会社シル
バーウッド代表取締役の下河原忠道様を講師にお迎えし、認知症の方の体験談などをもとに
制作した『VR認知症体験会』を開催しました。 

企業行動推進室 

「どう見えている認知症の世界！」 

参加者感想 
・百聞は一見にしかず。VR体験を通じ認知症について理解が進んだ。 
・認知症に対して「負」のイメージが強かったが、寄り添っていくことが重要と感じた。 
・実際にできるかは不安だが、普通の人と同じように認知症の方と接するように心がけます。 
・認知症体験会を通じ、認知症の方を初めとしたダイバーシティの考え方の理解が深まった。 
・認知症を隠さなくてもいい社会の実現に貢献していきたいと思った。 

単位：万人 2015年 2030年 15年比 2050年 15年比 

日本 517 830 161％ 1,016 197％ 

世界 4,680 7,470 160％ 13,150 281％ 

開催日：2018年5月22日 
参加者：セブン‐イレブン・ジャパン 藤本（常）ダイバーシティ推進部長、桝尾（執）人事 
      本部長、杉山（執）企業行動推進室長、セブン‐イレブン・ジャパン合計47名 
      そごう・西武 CSR・CSV推進室 加納SO、そごう・西武合計3名、総合計50名 

ご参考 認知症の人の数 出展：国際アルツハイマー病協会、厚生労働省 

認知症の方も安心してお買物にご来店いただける接客、お店づくりに取り組みます。 
ダイバーシティの推進に取り組み、すべての人が暮らしやすいまちづくりに貢献します。 

シルバーウッド代表取締役 
下河原 忠道様  ご講演 

認知症の方にはどう見えているか、どのように感じているかをVRで 
体験し、感じたことや対応についてディスカッションを行いました。 

 SDGｓの達成に貢献します 


